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永享五年八幡縁起絵巻の
「ライフJとその「アフターライフJ
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［付記］
佐野みどり氏、阿部泰郎氏および藤原重雄氏や中世掛幅縁起絵研究会の諸氏にあらためて感謝し、
日本語翻訳の永井久美子氏、そして、今回の原稿の仕上げに多く指摘していただいた仲町敬子氏に厚
くお礼を記しておきたいと思います。また、元亨二年出光美術館所蔵本の絵巻の存在を教えてくれた
出光佐千子氏、絵巻の研究や調査を援助してくれた笠嶋忠幸氏、質問に答えてくれた贋海伸彦氏に感
謝します。
＊酎輯要旨
小林健二氏は、発表者の「商品化」という解釈を確認した上で、誉回八幡がそれを売りものとしな
がら宗教的戦略を以て事業展開していったのか、と質問し、発表者は「商品化」という概念は現代的
な商売の意味ではなく、モノとしての価値を当てはめられた過程、つまりコマーシャル化されていく、
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という意味合いで、使っていた。絵巻の模写本を巡礼者等に見せていた可能性は高く、そのための模写
と思われ、また、実物を見られなくても、存在自体に価値があったから、宣伝効果は大きかったと回
答した。村尾誠一氏は義教本について、美術品としての性格は後世認められたものか、当時から既に
洗練されたものと意識されていたのか、と問い、発表者は、義教の場合は故意に美的側面を強調した
と考えられ、これは絵巻と同時に誉田八幡宮に奉納された「誉田宗廟縁起絵巻」の後書からも裏付け
られると応答した。山下宏明氏は、中世という時代や、足利将軍家の文化活動を考える上で、非常に
刺激的な発表であったと締めくくった。
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